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『高慢と偏見』論
─結婚と社会─
 文１１－６０２ 平　田　沙耶香
序論
ジェイン・オースティン（Jane Austen，1775-1817）は、1775年 12月 16日にハンプシャーの小
さな村、スティーヴントンで生まれた。父親のジョージ・オースティンはスティーヴントンの教
区牧師で、妻カサンドラ・リー・オースティンとの間に 6人の息子と 2人の娘がいた。ジェイン
は彼らの 7番目の子供で、障害があり別居していたといわれる次兄ジョージを除いて兄弟 5人に
姉 1人の大家族の中で育った。彼女の両親は当時のいわゆる下位の紳士階級に属していた。
ジェインは 7歳のときに、姉のカサンドラ、いとこのジェイン・クーパーと一緒に、オックス
フォードのカウリー夫人の私塾に入った。間もなくこの学校で発疹チフスが発生し、オースティ
ン姉妹もそれにかかり、両親のもとに送り返された。それからしばらくオースティン家の二人の
姉妹は家で教育を受けていたが、ジェインが 9歳のときに姉と一緒に、今度はレディングにある
アビー・スクールという寄宿学校に入学した。しかし翌年には 2人とも退学しており、その後は
家庭で教育を受けた。オースティンの父ジョージ・オースティンは学者肌の人で、家で私塾を開
いて生徒を集め、自分の子供たちと一緒に教えたりしていた。彼は子どもたちに穏やかな人柄と
自由な教育方針で影響を与えただけではなく、さらに文学的な面でも刺激を与えた。書斎には蔵
書がたくさんあり、父親の文学好きの影響を受け、家族全員文学好きになった。そのような環境
の中で、ジェインも子供の時から大人向けの本を読み、10代から詩、小説、戯曲を書いて家族に
読ませていた。
1801年、ジェインが 25歳の時に父の突然の決断で、一家はスティーヴントンからバースという
温泉町に引っ越した。1805年に父親が死去し、オースティン夫人は娘たちと一緒に居場所を転々
としていたが、1806年には住まいをバースからサウサンプトンに移した。この後に兄エドワード
のはからいで、1809年にロンドンの南西のチョートン村に移った。町の喧騒を嫌い、田舎の村の
生活を好んだジェインにとっては喜ばしいことだった。ここでジェインは小説を次々と執筆し、
あるいはすでに書いていた原稿に手を入れて完成させた。1811年、35歳の時に『分別と多感』が
出版された。これはジェインが 20歳の頃に『エリナーとメアリアン』という題で書いていたもの
を 2年後に書き直し、手を加えたものであった。続いて、20歳の時に書いたものの、出版を試み
たがうまくいかなかった作品である『第一印象』を改作し、『高慢と偏見』として 1813年に出版
した。さらに『マンスフィールドパーク』（1814）、『エマ』（1815）が出版され、作品はどれも好
評であったが、作者の名前は伏せられたままであった。1817年 5月にジェインは病気の治療のた
めウィンチェスターに移り、7月に 41歳でこの世を去った。最後に完成した『説きふせられて』
は、若い頃に書いた『ノーサンガー・アビー』と共に彼女の死後、兄ヘンリーによるジェインの
略伝をつけて、1817年の暮れに出版された。1
本論文ではまず、第一章で、冒頭部分について綿密な分析を行い、第二章ではタイトルにある
prideに着目して人物分析、内容分析を行う。エリザベスの結婚観について言及した上で、シャー
ロットとコリンズの結婚、エリザベスとダーシーの結婚について考察し、そこから窺える当時の
英国社会の姿について論じる。
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第１章　冒頭部分のクロース・リーディング
第 1節　アイロニーの分析
本節では Pride and Prejudiceの冒頭部分のアイロニーについて論じる。まず、原文と三種の翻
訳を引用する。
It is a truth universally acknowledged, that a single man in possession of a good fortune, must be 
in want of a wife.
　However little known the feelings or views of such a man may be on his first entering a 
neighbourhood, this truth is so well ﬁxed in the minds of the surrounding families, that he is 
considered as the rightful property of some one or other of their daughters2.（5）
独りもので、金があるといえば、あとはきっと細君をほしがっているにちがいない、とい
うのが、世間一般のいわば公認真理といってもよい。
はじめて近所へ引越してきたばかりで、かんじんの男の気持や考えは、まるっきりわから
なくとも、この真理だけは、近所近辺どこの家でも、ちゃんときまった事実のようになって
いて、いずれは当然、家のどの娘かのものになるものと、決めてかかっているのである 3。（5）
相当の財産をもっている独身の男なら、きっと奥さんをほしがっているにちがいないとい
うことは、世界のどこへ行っても通る真理である。
つい今し方、近所にきたばかりのそういう男の気持や意見は、知る由もないけれど、今言っ
た真理だけは、界隈の家の人たちの心にどっかりと根をおろして、もうその男は、自分たち
の娘の誰か一人の旦那さんときめられてしまうのである 4。（9）
金持ちの独身男性はみんな花嫁募集中にちがいない。これは世間一般に認められた真理で
ある。
この真理はどこの家庭にもしっかり浸透しているから、金持ちの独身男性が近所に引っ越
してくると、どこの家庭でも彼の気持ちや考えはさておいて、とにかくうちの娘にぴったり
なお婿さんだと、取らぬタヌキの皮算用をすることになる 5。（7）
「金持ちの独身男性はみんな花嫁募集中にちがいない」ということは「世間一般に認められた真理
である」という冒頭の文には、言語上のアイロニーが含まれている。言葉の表面的な意味と、作
中の現実との間に齟齬が存在しているのである。ベネット夫人らがいくら願ったとしても、財産
のある独身男性は一人の生活を満喫していて、奥さんを必要としていないかもしれない。現に、
ネザーフィールドに来た当初のビングリーもダーシーも結婚相手を探しているような描写はなく、
奥さんをほしがっているようには見えない。つまり、この冒頭の「真理」は、世間一般に広く認
められているものではなく、イギリスの田園都市における、ベネット夫人に代表されるジェント
リー階級の母娘たちの間でだけ通用する、勝手な願望に過ぎない。実際は「真理」などではなく、
財産のある独身男性に妻を必要としてもらいたい、自分の娘をお嫁にもらってほしいとの一方的
な願望なのである。
この冒頭部分はアイロニーの例として有名であり、様々な議論がなされている。主だったもの
を以下に記す。『ジェイン・オースティン：「世界一平凡な大作家」の肖像』において、大島氏は
次のように述べている。
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英語の諺に「願望は思い込みの父（The wish is father to the thought）」と云うのがあって、人
はとかくそうであってもらいたいと願っているとやがて事実そうなのだと思い込むようにな
る、と云う意味である。引用冒頭の「真理」はまさにそれであって、「必ずや妻を必要として
いるに違いない」と云うのは「是非とも妻を必要としてもらいたい」と云うことなのである。
勿論その背後には「独身であまり財産のない娘はどうしても財産のある夫を摑える必要があ
る」と云う苦い現実がある。「世に遍く認められた」と云う云い方にも作者の皮肉な眼が光っ
ていて、実はこの「真理」、淑女が結婚出来ずに暮しのために働かなければならないようなこ
とにでもなれば、それは身を落すことになるのだと云う通念の行渡った、狭い紳士階級とそ
の周辺にのみ通用する真理なので、世の大部分を占める庶民階級にはおよそ無縁な真理なの
である。それにしてもこの書出しは見事なものである。結婚喜劇と云う全篇の主題を簡潔に
呈示するとともに、機智と皮肉に富んだ全篇の色調をも巧みに暗示しているからである 6。
（172-173）
ここで大島氏は、「妻を必要としてもらいたい」という願望が、「妻を必要としているに違いない」
という事実の思い込みに至ったと述べているが、果たして本当にそういえるだろうか。若い女性
やその母親が、独身男性に「妻を必要としてもらいたい」と願ったとしても、「事実そうなのだと
思い込む」ようになる人は、ベネット夫人のような思い込みの激しい女性ならまだしも、そうそ
ういないだろう。したがって、願望が強くて思い込んだというよりも、願望だと承知しながらも
「妻を必要としているに違いない」と信じたい女性の心理が、アイロニーとして表現されていると
考えるほうが自然だと思われる。
『個人と社会の相克：ジェイン・オースティンの小説』において、川口氏は冒頭の一節に対し、
若い娘を持つ母親の思惑という側面だけでなく、当時の英国社会において結婚の主導権を握って
いるのは男性側であったことにも焦点を当て、議論を展開している。
語り手は「広く認められた真理」という。しかし事態はそれほど単純ではないことが、こ
のあとにつづく、オースティンの名人芸とも言うべきベネット夫妻の会話によって明らかに
される。・・・
「財産のない独身の女なら夫を必要としているにちがいない」というのが「広く認められた
真理」なのである。言うまでもなく、結婚において主導権をにぎっているのは男性である。
さらに「オースティンが作品を書いていたとき（そして一八七〇年まで）、既婚女性は法的に
何も所有していなかった。彼女たちの財産（property）はすべて夫のものだった」のである。
したがって「当然の所有物」（“the rightful property”）とみなされているのは独身の男ではな
く、独身の女なのである。当時の父権社会にたいするオースティンのアイロニーと言えよう。
冒頭の文章は、しかし、「広く認められた真理」から程遠い、まったくの出鱈目かというと、
そうとも言い切れない。たとえば、コリンズが結婚することに決めた理由の一つは、「りっぱ
な家と十分な収入」を手に入れたからである。ミセス・ベネットほどではないにしても、ミ
スター・ベネットも決して娘の結婚に無関心でいるわけではない。彼は妻の希望通り、もっ
とも早い時期にビングリーを訪問する。そして最後には財産のある独身男性であるビングリー
もダーシーも妻を求め、結婚するからである 7。（77-78）
川口氏は、冒頭の一節にある「当然の所有物」の性別を入れ替え、そこには「父権社会に対する
オースティンのアイロニー」が込められていると指摘している。しかしながら、作品全体を通し
て見ると、英国が男性優位社会であることを批判し、因襲的な家父長制社会を改革すべきである
という考えが作者によって表明されているとはいえない。たとえば、ベネット夫人が限嗣相続に
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ついて憤る場面があるが、エリザベスは極めて冷静に事実を受け入れており、エリザベスの声と
して父権社会に対する批判が語られることはない。当時の法律では結婚すると女性の財産はすべ
て夫のものになったことを考えると、「「当然の所有物」としてみなされているのは独身の男では
なく、独身の女」であったという川口氏の考えには納得できるものの、オースティンが冒頭の箇
所を、父権社会に対するアイロニーとして書いたと主張するのは少々無理があるだろう。
第二節　冒頭部分の分析
本節では冒頭の部分について、ベネット夫妻の会話を中心に詳細な分析を行う。そのためかな
り長くなるが該当箇所を以下に引用する。
“My dear Mr. Bennet,” said his lady to him one day, “have you heard that Netherﬁeld Park is 
let at last?”
Mr. Bennet replied that he had not.
“But it is,” returned she; “for Mrs. Long has just been here, and she told me all about it.”
Mr. Bennet made no an answer.
“Do not you want to know who has taken it?” cried his wife impatiently.
“You want to tell me, and I have no objection to hearing it.”
This was invitation enough.
“Why, my dear, you must know, Mrs. Long says that Netherﬁeld is taken by a young man of 
large fortune from the north of England; that he came down on Monday in a chaise and four to 
see the place, and was so much delighted with it that he agreed with Mr. Morris immediately; 
that he is to take possession before Michaelmas, and some of his servants are to be in the house 
by the end of next week.”
“What is his name?”
“Bingley.”
“Is he married or single?”
“Oh! single, my dear, to be sure! A single man of large fortune; four or ﬁve thousand a year. 
What a ﬁne thing for our girls!”
“How so? how can it affect them?”
“My dear Mr. Bennet,” replied his wife, “how can you be so tiresome! You must know that I am 
thinking of his marrying one of them.”
“Is that his design in settling here?”
“Design! nonsense, how can you talk so! But it is very likely that he may fall in love with one of 
them, and therefore you must visit him as soon as he comes.”
“I see no occasion for that. You and the girls may go, or you may send them by themselves, 
which perhaps will be still better, for as you are as handsome as any of them, Mr. Bingley might 
like you the best of the party.”
“My dear, you ﬂatter me. I certainly have had my share of beauty, but I do not pretend to be 
any thing extraordinary now. When a woman has ﬁve grown up daughters, she ought to give 
over thinking of her own beauty.”
“In such cases, a woman has not often much beauty to think of.”
“But, my dear, you must indeed go and see Mr. Bingley when he comes into the 
neighbourhood.”
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“It is more than I engage for, I assure you.”
“But consider your daughters. Only think what an establishment it would be for one of them. 
Sir William and Lady Lucas are determined to go, merely on that account, for in general you 
know they visit no new comers. Indeed you must go, for it will be impossible for us to visit him, if 
you do not.”（5-6）（下線は筆者）
ベネット夫人はしきりにベネット氏に、ビングリー氏を訪問してほしいと頼んでいる。当時の慣
習では、夫が公式訪問した後、家族が訪ねるのがマナーだった。ベネット氏は妻や娘たちだけが
ビングリー氏を訪問することや自分が「一筆書いて」（8）妻にもたせるということを提案するが、
それは当時のジェントルマン階級のマナーに照らすと非常識なことだった。この慣習からも、オー
スティンが描いている世界は父権社会であることが窺える。ベネット氏は本当はきちんとビング
リー氏を訪問するつもりなのだが、あえてベネット夫人に上述のことを提案していると推察でき
る。そう考えると、ベネット氏は夫人をからかい、その反応を楽しんでいるのであろう。この冒
頭の二人のやり取りから、一風変わった夫婦の姿が浮かび上がってくる。
次に、ベネット氏と夫人の台詞を詳しく見ていこう。ベネット夫人は、一回の会話につき、14
語、17語、10語、79語、1語、26語、23語、33語、42語、17語、57語話している。それに対
して、会話文になっているベネット氏の言葉は 13語、4語、5語、7語、7語、45語、13語、10
語である。ベネット氏の方は、下線を引いた ‘Mr. Bennet replied that he had not.’ や ‘Mr. Bennet 
made no answer.’ のように、会話文ではなく地の文が使われている箇所や返事をしていない箇所が
ある。また両者の会話を総合的に比較すると会話の分量は、圧倒的に夫人のほうが多い。ここか
ら、ベネット氏が夫人との会話を望んでいないこと、また出来れば夫人を遠ざけたいと考えてい
る様子が窺える。
以上のような二人の会話や態度から窺えるベネット氏とベネット夫人の人物描写について述べ
る。ベネット氏がもともとビングリー氏を訪問するつもりであったことを考えると、ベネット氏
は言っていることと考えていることが違う、ひねくれた人物である。「抜け目のない機敏さと、
ちょっぴり皮肉と、用心深さと、そして気まぐれ」（9）とが混じった複雑な性格をしている。反
対に夫人は、「頭が悪くて、物知らず」（9）で、世間話が好きな単純な性格である。二人の対照的
な性格がこの冒頭の会話で見事に描かれている。ベネット氏は若いときに夫人の美貌に惑わされ
て結婚したらしいが、彼女の本当の性質を知り、残念ながら家庭に求める幸福を諦めざるをえな
かったようである。そのことを考慮すると、作品も終わりに近い第 59章でベネット氏が、ダー
シーとの結婚を報告するエリザベスに語った以下の言葉には様々な意味が込められているといえ
るだろう。
“Lizzy,” said her father, “I have given him my consent. He is the kind of man, indeed, to whom 
I should never dare refuse any thing, which he condescended to ask. I now give it to you, if you 
are resolved on having him. But let me advise you to think better of it. I know your disposition, 
Lizzy. I know that you could be neither happy nor respectable, unless you truly esteemed your 
husband; unless you looked up to him as a superior. Your lively talents would place you in the 
greatest danger in an unequal marriage. You could scarcely escape discredit and misery. My 
child, let me not have the grief of seeing you unable to respect your partner in life. You know not 
what you are about.”（356）
ベネット氏は子どもたちの教育を放棄しているところがあり、リディアやキャサリンの無分別も
直そうとはせず、笑いの種にしている節がある。そのベネット氏がここで初めて、父親らしい姿
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を見せる。自分の娘の中でも特にお気に入りのエリザベスに、幸せになってもらいたいと心から
思いやる父親の一面が、この言葉から垣間見える。彼の言葉には、尊敬できない相手と結婚した
ばかりに幸せな結婚生活を送ることができなかった自らの後悔や反省が込められている。だから
こそ彼の言葉には重みがあり、エリザベスは心を打たれたのであろう。
ベネット夫妻は、性質の釣り合わない男女が結婚した結果を端的に示している。第一章の二人
の会話からは、夫人をからかって面白がっている思いやりのないベネット氏の姿、話好きで娘を
片付けることで頭がいっぱいの直情型の夫人の姿が浮かび上がってくる。二人の姿は、不釣り合
いな結婚の悲劇的な一例である。結婚で終わるところが甘いとオースティンの作品を批評する人
もいるが、このように、結婚後の苦い人生の側面もきちんと描かれている。彼らの姿は、性質の
釣り合わない男女の結婚の苦境を提示し、対照的に、性質の似ているエリザベスとダーシーの結
婚の行く末も暗示している。尊敬し、理解しあうことができる相手と結婚するエリザベスの未来
は明るいことを、ベネット氏は自らの悲しい姿によって示しているのである。ベネット氏の得ら
れなかったものを、エリザベスは手に入れる。ベネット夫妻の姿はエリザベスとダーシーの結婚
を際立たせ、そしてその後の彼らの幸せな家庭を容易に想像させるのに一役買っているといえる
だろう。
第二章　テーマ分析
第一節　prideと prejudice
まず作品のタイトル Pride and Prejudiceについて考えていきたい。『ジーニアス英和辞典』によ
ると、prideという語には、「誇り」「自尊心」「自慢の種」「うぬぼれ」「思い上がり」「高慢」など、
さまざまな意味がある 8。一方、prejudiceという語には、「（根拠のない）偏見」「先入観」「毛嫌
い」などの意味がある 9。タイトル Pride and Prejudiceの邦訳は、『高慢と偏見』『自負と偏見』『プ
ライドと偏見』などがあり、prideの部分をどう訳すかが異なっている。『広辞苑』によると、自
負とは「自分の才能や仕事に自信や誇りを持つこと」10であり、高慢とは「思い上がって人をあ
などること」11、プライドは「誇り」「自尊心」「自負心」「矜持」を意味する 12。このように、自
負、プライドという訳に対して、高慢は否定的な意味を強く含む訳であり、他の二つの訳と一線
を画している。prideがもつ意味をさらに深く考えるため、以下では prideについてシャーロット、
エリザベス、メアリーが語る場面を引用する。
“His pride,” said Miss Lucas, “does not offend me so much as pride often does, because there 
is an excuse for it. One cannot wonder that so very ﬁne a young man, with family, fortune, every 
thing in his favour, should think highly of himself. If I may so express it, he has a right to be 
proud.”
“That is very true,” replied Elizabeth, “and I could easily forgive his pride, if he had not 
mortiﬁed mine.”
“Pride,” observed Mary, who piqued herself upon the solidity of her reflections, “is a very 
common failing I believe. By all that I have ever read, I am convinced that it is very common 
indeed, that human nature is particularly prone to it, and that there are very few of us who do not 
cherish a feeling of self-complacency on the score of some quality or other, real or imaginary. 
Vanity and pride are different things, though the words are often used synonimously. A person 
may be proud without being vain. Pride relates more to our opinion of ourselves, vanity to what 
we would have others think of us.”（21）
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エリザベスはミス・ルーカスの言葉に賛同し、ダーシーの高慢を「結構何か許せるような気がす
る」と言う。「ただ、それで、わたしのほうの誇りが傷つけられるんじゃ、たまらないけどね」と
続く言葉からは、第三章の舞踏会での一件を指していると考えられる。「まあ相当じゃあるねえ。
だが、とても心を動かされるほどのもんじゃない。おまけに、ほかの男から無視されているよう
な女に、いまさら僕が箔をつけてやる気は、いまのところないねえ」（18）というダーシーの言葉
によって、エリザベスの誇りは傷つけられたのだ。この言葉からわかるように、ダーシーだけで
なく、もちろんエリザベスも prideを持って生きている。エリザベスは自らの誇りを傷つけられ、
偏見を抱き、ダーシーは自負心の強さゆえに高慢な人間になった。プライドはもともと前提とし
て先にあり、そこから派生して、ダーシーの高慢とエリザベスの偏見が生まれたということを考
えたとき、二人の特徴を表した『高慢と偏見』という邦訳が一番本作品の主要テーマにあってい
るように思う。
第二節　登場人物の pride
エリザベスとダーシーを中心に、登場人物の持つ pride（自負心）に焦点を当て、物語を見てい
きたい。その際 vanity（虚栄）と対比し、より詳しく人物分析、内容分析を行う。
前述の引用でメアリーが述べているように、「自負心」と「虚栄」は似て非なる言葉である。初
めに、メアリーについて考察する。メアリーは舞踏会で、ピアノや歌を進んで披露したり、会話
の中で突然自説を得意になって語り始めたりする。第六章のエリザベスとメアリーがピアノを披
露する場面では、二人の様子が対比されている。エリザベスの態度は「まことに気取りがなく、
自然」（38）なのに対し、メアリーは「虚栄からくる知ったかぶりや、妙な気取りもひどく鼻につ」
（38）く。メアリーとエリザベスは性質が正反対といえるだろう。メアリーが前述の引用で、pride
について語る場面は皮肉にも彼女自身の虚栄心をあらわしている。メアリーは「姉妹じゅうでは、
ただひとり不美人のほうだったので、自然学問や芸事には励みが出て、それだけに、なにかとい
うとひどく見せたが」（38）るが、彼女の虚栄心はコンプレックスや自信のなさからくるのだろう。
そのままの自分を見せるのが怖い、ありのままの自分では周りから馬鹿にされてしまう、そうい
う思いが彼女に見栄を張らせるのかもしれない。ベネット氏は、リディアとキャサリンにメアリー
も含めて「不肖の妹」（355）と評したり、難しい本を読んで難解な理屈をこねるメアリーをから
かったりする。誰にも認められていない、正当に評価されていないという鬱屈した思いが、彼女
に虚栄心を抱かせるのだろう。
次に、メアリーとは対照的なエリザベスの prideについて考えていきたい。エリザベスは人を見
る目に自信を持っている。ジェーンのことをお人よしで、他人の欠点が見えていないと言い、自
分は優れた判断力を持っていると自負している。彼女は確固とした自負心を持った女性である。
彼女がこれまでの人生で磨き上げてきた知性、感性、観察力はどれをとっても誇りに思ってしか
るべきものであろう。そんな彼女がダーシーについてのウィカムの歪んだ評価をそっくりそのま
ま信じ、ダーシーの人柄を誤解してしまったのは、彼の第一印象が悪すぎたことが原因だと考え
られる。エリザベスはダーシーから、「まあ相当じゃあるねえ。だが、とても心を動かされるほど
のもんじゃない。おまけに、ほかの男から無視されているような女に、いまさら僕が箔をつけて
やる気は、いまのところないねえ」（18）と侮辱される。そのことによりエリザベスは彼に嫌悪を
抱く。この嫌悪に共感してくれ、さらに助長するような発言をするウィカムにエリザベスの気持
ちが動くのは自然な流れだといえる。
三番目に、ダーシーについて考察する。彼は周りの人を見下し、相手にしないところがある。
それを周囲の人は高慢と受け取るが、後に彼自らエリザベスに語ったように、彼の育った環境が
彼を高慢な人間にさせたことは明らかだろう。ダーシーはエリザベスに求婚し、断られるが、彼
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は彼女に断られることを微塵も考えていなかった。そこにもダーシーの自信が表れている。必ず
や受け入れてもらえるものと確信して求婚したダーシーは、エリザベスの気持ちや考えを全く見
誤っていたことになる。ダーシーは、ビングリーとジェーンの様子を観察し、ビングリーにジェー
ンとの結婚をやめるよう忠告する。その理由は三つある。一つは、ジェーンの親戚関係が立派な
ものではなく、彼女に財産がほとんどないことで、ビングリーの立場が不利になることを危惧し
たからである。二つ目は、社交界で見せたベネット家の醜態への嫌悪である。三つ目は、ジェー
ンの態度からは、ビングリーに対して特別な好意を抱いているように見受けられなかったことで
ある。この三点目についても、ダーシーはジェーンのことを見誤ったことになる。ジェーンに近
い妹のエリザベスにはわかることが、客観的な観察者のダーシーには見抜けなかったとしても無
理はないだろう。この三点の理由から、ダーシーはビングリーにジェーンとの結婚を思いとどま
らせるが、その一方でダーシーがジェーンの妹であるエリザベスに求婚したことは興味深いこと
である。ベネット家の醜態も、親戚関係も、立場が不利になることも、ジェーンとエリザベスは
姉妹であることから、ダーシーにも同様にあてはまることである。ビングリーに、ジェーンは特
別な好意を抱いていないと諭し結婚を諦めさせた彼は、エリザベスが自分に好意を抱いていると
確信したからこそ、求婚したことになる。ダーシーがエリザベスは自分の求婚を断るはずがない
と自信を持った理由は、一体何であったのだろうか。彼のような財産や地位のある人間の求婚を
断る女性がいるはずがない、という一般的な見解なのか。それとも、エリザベスの態度に希望を
見出したのだろうか。恐らく、その両方であったのだろうと思う。財産や地位に基づく彼の自負
心が、彼の判断を曇らせ、また本来は冷静な観察者である彼の理性を、エリザベスへの愛情が狂
わせてしまったのではないかと思う。
次に、ビングリーとジェーンについて考察する。ビングリーは、自分の判断に自信を持てず、
ダーシーの意見に従い行動するところから、エリザベス、ダーシーと比較すると自負心は強いと
は言えない。「みずからを強くたのむ」（31）ことができていたら、ダーシーの意見に身を任せ、
ジェーンとの結婚を諦めようとはしなかったであろう。一方ジェーンは、ビングリーとの結婚を
周囲に期待されながらも、彼はロンボーンを去り帰ってこず、愛情や信頼を裏切られる。彼女は
ビングリーによって、深く pride（自尊心）を傷つけられるが、ビングリーを非難することは決し
てない。ビングリーとジェーンは、どちらも自負心が強いとは言えないという点で似ているとい
える。
最後に、シャーロットについて考察する。シャーロットは、尊大で卑屈で虚栄心の強いコリン
ズと結婚する。彼の性質を見抜いた上で、尊敬の念も愛情も抱けない相手と結婚をするのである。
安定した生活、経済力を手にするために結婚を決める彼女は、自分の人生を達観し、見切りをつ
けているところがあり、pride（自尊心）が低いといえるだろう。
第三節　エリザベスの結婚観
本節では、エリザベスの結婚に対する考えを分析する。まず、ガーディナー夫人がエリザベス
に忠告する場面を引用し、夫人とエリザベスの結婚に対する考えを見ていく。
“You are too sensible a girl, Lizzy, to fall in love merely because you are warned against it; and, 
therefore, I am not afraid of speaking openly. Seriously, I would have you be on your guard. Do 
not involve yourself, or endeavour to involve him in an affection which the want of fortune would 
make so very imprudent. I have nothing to say against him; he is a most interesting young man; 
and if he had the fortune he ought to have, I should think you could not do better. But as it is―
you must not let your fancy run away with you. You have sense, and we all expect you to use it. 
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Your father would depend on your resolution and good conduct, I am sure. You must not 
disappoint your father.”（142）
ガーディナー夫人はエリザベスにウィカムとの関係について注意を促す。夫人はエリザベスとウィ
カムとの結婚は理性に欠けると思っている。ガーディナー夫人がウィカムとの関係に注意を促す
理由は、彼に「財産がない」という一点だけである。この言葉から、愛情よりも財産を重要視す
る夫人の姿勢が読み取れる。その忠告に対してエリザベスは、愛情さえあれば財産がなくても結
婚に踏み込めること、それを毎日見ていると反論する。エリザベスは財産のあるなしに拘わらず、
愛情があれば、結婚できると主張する。「あの人に恋などしていません。ええ、絶対にしてないわ」
（229）という言葉からは、ウィカムの人柄や態度などに惹かれてはいるものの、好きにはなって
おらず、「好きになれる人」（229）であるというあくまで客観的な視点をエリザベスが持っている
ことが窺える。
次に、ダーシーとエリザベスが結婚するという噂を耳にし、キャサリン夫人がエリザベスを訪
ねる場面を引用する。
“I have said no such thing. I am only resolved to act in that manner, which will, in my own 
opinion, constitute my happiness, without reference to you, or to any person so wholly 
unconnected with me.”
“It is well. You refuse, then, to oblige me. You refuse to obey the claims of duty, honour, and 
gratitude. You are determined to ruin him in the opinion of all his friends, and make him the 
contempt of the world.”
“Neither duty, nor honour, nor gratitude,” replied Elizabeth, “have any possible claim on me, in 
the present instance. No principle of either, would be violated by my marriage with Mr. Darcy. 
And with regard to the resentment of his family, or the indignation of the world, if the former 
were excited by his marrying me, it would not give me one moment’s concern―and the world in 
general would have too much sense to join in the scorn.”（338-339）
結婚が当人だけの問題では終わらないことを、キャサリン夫人は語っている。当たり前だが、そ
こには彼らの家族や親戚、そしてさらに地位や名誉や財産など、世俗的な事柄もついてまわるの
である。エリザベスの語る言葉には力が溢れている。彼女の主張は理にかなっていて、キャサリ
ン夫人はエリザベスの情に訴えようとするも、エリザベスの考えを変えることはできない。エリ
ザベスの歯に衣着せぬ物言いは、夫人を圧倒していく。親同士の決めた許婚の存在を主張するキャ
サリン夫人を一蹴するエリザベス、自分の幸福を追求し、自分と関係のない人のことは考えない
という姿勢は、自分に正直に生きる女性の、たくましく力強い姿を感じさせる。エリザベスの強
い独立心が言葉や態度として前面に現れているこの場面は、結婚についてのエリザベスの考えが
はっきりとあらわれている場面でもある。エリザベスは、ウィカムがダーシーの義弟になること
を心配しても、体面、儀礼、分別、信用などが損なわれるというキャサリン夫人の主張について
は「バカバカし」（548）いと考えている。エリザベスにとって、家柄は議論するに及ばない、ば
かげた問題なのである。ウィカムとの結婚の話においても、ダーシーとの結婚の話においても、
財産のあるなしを問題にしないエリザベスの一貫した姿勢が窺える。
第四節　結婚と社会
本節では、シャーロットとコリンズの結婚、エリザベスとダーシーの結婚をもとに、当時の社
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会における結婚のあり方について掘り下げて考えていきたい。
まず、シャーロットがコリンズとの結婚について振り返る場面を引用する。
Mr. Collins to be sure was neither sensible nor agreeable; his society was irksome, and his 
attachment to her must be imaginary. But still he would be her husband.―Without thinking 
highly either of men or of matrimony, marriage had always been her object; it was the only 
honourable provision for well-educated young women of small fortune, and however uncertain of 
giving happiness, must be their pleasantest preservative from want. This preservative she had 
now obtained; and at the age of twenty-seven, without having ever been handsome, she felt all 
the good luck of it.（120）
シャーロットは自分の結婚を客観的に考えている。相手に愛情も尊敬の念も抱いてはいないが、
安定した生活が手に入るという点で、彼女は結婚を望み、見事それを成し遂げる。『個人と社会の
相克：ジェイン・オースティンの小説』において川口氏は、シャーロットとコリンズの結婚はか
なりの程度当時の結婚の実情を反映しており、結婚は個人的、精神的な結びつきであるよりもむ
しろ社会的、経済的な結びつきであった 13と述べている。そのような時代背景の中で、個人的、
精神的な結びつきをエリザベスが求めたこと、そしてダーシーとの結婚によって成し遂げること
は、当時の社会では新しいことであったのではないかと思う。財産、地位、名誉のある男性、ダー
シーの一度目の求婚を断ったエリザベスはシャーロットとは異なり、結婚を第一に考えているわ
けではない。エリザベスの言動から、彼女が愛情や信頼を抱ける相手との結婚を何よりも望み、
そのような相手でなければ結婚しないと考えていることが読み取れる。一度目にダーシーからの
求婚を断ったものの、ダーシーへの偏見が解け、愛情や信頼を抱ける相手としてダーシーを意識
したエリザベスは、ダーシーとの結婚を望み始める。『個人と社会の相克：ジェイン・オースティ
ンの小説』において川口氏は、エリザベスとダーシーの結婚について「ダーシーの自己改革こそ
がこの小説の要」14と述べている。物語の中で、エリザベスとダーシーはお互いのことを知る過
程で衝突し、自らの欠点を自覚し、それを克服し、成長する。当時、求婚には守るべき厳密なルー
ルがあり、求婚できるのは男性だけで、女性には許されなかった 15という時代背景の中で、エリ
ザベスもまた、自ら積極的にダーシーにアプローチするということはない。ダーシーとエリザベ
ス、その双方の行動を比べると確かに、ダーシーの自己変革があったからこそ、エリザベスとダー
シーは結ばれたといえるだろう。その点で川口氏の主張は的を射ている。
『ジェイン・オースティンと娘たち : イギリス風俗小説論』において川本氏は、当時の女性の結
婚について、以下のように述べている。
彼女の生きた時代と社会において「婚約と結婚が、今日とはちがい、女性の未来のすべてを
決定する出来事」であり、しかるべき配偶者にめぐり逢うまでの期間が、「女性の生涯におけ
る最も決定的な時期」であることを知る者にとって、エリザベスの夫探しが一つの真摯な
「生」の模索であることは十分明白であろう。男は選ぶ自由をもつが、女は拒絶する自由をも
つだけ、と俗に言われるオースティンの時代ではあるが、ある求婚を受け入れるか入れない
かは、どんなに受身的性格であるにせよ、女性にとって一つの選択であったことに変わりは
なかろう 16。（35-36）
地主階級の女性は、家事労働などを行うことはなく、慈善活動、裁縫、楽器演奏、読書、散歩な
どで時間を過ごし、労働しないで生活できることがこの階級に属する証だった 17という時代の中
では、女性が社会と関わりをもつことは容易ではない。淑女が生活のために働くことは身を落す
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ことになるという通念の行渡った中流階級の社会 18で、女性が安定した生活を手に入れるために
は、結婚が何よりも重要であったのだろう。当時の中流階級の女性にとって結婚が、『真摯な「生」
の模索である』という指摘は極めて的確であるといえる。結婚は女性の人生を左右する一大事で
あり、社会と関わる手段であったのだろう。
『高慢と偏見』では四組の結婚が描かれるが、その中でも特にシャーロットとコリンズの結婚と
エリザベスとダーシーの結婚は対照的である。社会的、経済的な安定のためのシャーロットの結
婚は、当時の英国社会の姿を反映している。一方、個人的、精神的な結びつきを得るためのエリ
ザベスの結婚は、新しい社会の姿を映し出している。エリザベスは個人的、精神的な結びつきに
加え、社会的、経済的な安定も結婚によって手に入れる。個人的、精神的な結びつきだけで結婚
し、財産がなかったなら、ガーディナー夫人が述べたように、愛情までだめなってしまうことも
あるだろう。社会的、経済的な結びつきと個人的、精神的な結びつき、その双方があってこそ幸
せになれることを、エリザベスとダーシーの結婚は示しているといえるだろう。
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